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 　　　　　　スポットライト

かという質問を頂きました．また，実際にリンゴを食べる場

合は，本研究で扱った時間よりも時間が経過しているため，

さらに長時間の測定を実施していく必要があると感じまし

た．参加して得られたものを活かし，研究を更に深めていき

たいと思います．
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